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➨㸴学ᖺࠕእᅜㄒࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ℈ 㞷஀ 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵 % ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 

㸯 ༢ඖྡ My Hero

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ៿れのேについて、多様なゝㄒや⾲⌧のあり方に気࡙きながら、自分のᛮいやことࡤに❧

ちṆまり、┦ᡭを意㆑してことࡤを㑅びఏえようとする。 

本༢元では、「៿れのே」を題ᮦとし、最終的に自分の៿れのே≀についての⤂௓や、ࡑのேへのᛮ

いを⡆༢なⱥㄒでスࣆーࢳすることを目ᶆとする。༞業を前に、自分の考えやឤじ方がḟ第にはっきり

してくる６年⏕の子どもたちにとって、៿れのேについて⾲⌧することは、自分がこれまで኱ษにして

きたᛮいや౯್ほをࡩり㏉り、見つめ直すᶵ会となるだろう。また、ことࡤを㑅びながら自分のᛮいを

ఏえる⤒㦂を重ねることで、┦ᡭを意㆑し、よりよく関わろうとする姿ໃを育てていきたいと考える。

の前ẁ㝵として、本༢元では、៿れの気ᣢちを⾲す⾲⌧について、ⱥㄒをྵむ」数のゝㄒや⾲⌧のあࡑ

り方を通してとらえ直すことのできるような活動を行いたい。 

日ᖖ⏕活において、子どもたちは多くのことࡤを↓意㆑のうちに౑っている。一方で、ことࡤがもつ

意࿡や㡪き、┦ᡭへのᒆき方について❧ちṆまって考えるᶵ会はᚲࡎしも多くない。ࡑこで本活動では、

同じᛮいであっても、ゝㄒや文化、話しᡭの❧場によって⾲し方や↔点が␗なることに気࡙いたり、自

分はどのようなᛮいを、どのようなことࡤでఏえたいのかを考えたりする⤒㦂を኱ษにしたい。 

እᅜㄒというのは、多くのேにとって、すࡄにཱྀから出るものではなく、考え、㑅びながら౑うᚲせ

があるものである。だからこࡑ、እᅜㄒを⏝いた⾲⌧活動は、「ことࡤを㑅ぶ」という行Ⅽࡑのものを

ྍど化し、意㆑化するきっかけとなりᚓる。ࡑこで、本実㊶では、多ゝㄒでの⾲⌧の㐪いやࣗࢽアンス

にゐれることで、ࡑれぞれのゝㄒがもつᙺ๭や≉ᚩに目を向けさせたいと考えた。ࡑの㐣程で、ことࡤ

は༢なるఏ㐩の道具ではなく、௚者との関係やୡ⏺のとらえ方にᙳ㡪を୚えるものであることに子ども

自㌟が気࡙いていくことをᮇᚅしている。 

㸦本༢元は、ၨᯘ㤋 Blue Sky elementary 6 Unit 5 This is my hero.と合わせて行う。㸧 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸳᫬㛫┠㸭඲㸷᫬㛫㸧 

第１ḟ ୡ⏺の೧ேࢬ࢖ࢡを通し、様々なே≀を⤂௓する⾲⌧を知る。 ͐㸱時間 

第２ḟ あこがれのேについてఏえる⾲⌧について考え発⾲の‽ഛをする。 ͐本時２�㸲時間 

第㸱ḟ あこがれのேについてఏえる。 ͐２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

  ៿れの気ᣢちを⾲すことࡤの㐪いに気࡙き、自分のᛮいに合ったことࡤを㑅ࡰうとする。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬 ୡ⏺の೧ேࢬ࢖ࢡにᣮᡓする。 

2. 教ᖌの៿れのே≀についての話を⪺く。 

�� 話されたⱥㄒの意࿡を考えながら、日本ㄒの「すごい」

「⣲ᬕらしい」などとẚ㍑する。 

�㸬話し合ったことをもとに、自㌟の៿れのே≀への想いに合

うことࡤを㑅ぶ。 

࣭前時までにつくったࢬ࢖ࢡを出し合う。 

࣭great / amazing / wonderful / awesome / coolなど、子どもたち

にとって、これまでに⪺いたり౑ったりしたことがあるがあ

まり意࿡の౑い分けをしてこなかったことࡤで⾲⌧する。

I࣭ want to be like …./I respect …. / I admire ….の㐪いについても

気が付くことができるようにする。 

࣭ⱥㄒのࡑれぞれが౑われていた場面を想㉳させたり、௚ゝㄒ

におけるࣗࢽアンスの␗なることࡤの例を♧したりする。 

࣭自㌟のᛮいにも❧ち戻ることができるようにする。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟༠㆟఍࡛ヰ㢟ڧ

子どもたちがことࡤに❧ちṆまり、自分の想いに合わせて⾲⌧を㑅んでいく姿をどのようにとらえ

るか。 

➨㸴学ᖺࠕ⟬ᩘࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ෠⏣ ி子 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵㸿ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸య✚ 

            

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

これまでも⟬数の学⩦では、⟅えを出して終わりではなく、「どうしてࡑうなるのか㸽」ということ

を考えながら、子どもたちと一⥴に学⩦ィ⏬を❧てながら進めてきた。学⩦ィ⏬を❧てるẁ㝵では、こ

れまでに学⩦してきたこと、これから学⩦していくことをᑡし意㆑しながら子どもたちの考えをᩚ理す

るようにしている。小学校ẁ㝵の⟬数のෆᐜを中学校へと向かう中で、⟬数のୡ⏺から数学のୡ⏺へと

ᑡしࡎつ踏み出ࡑうとしている子どもたちだが、ᢳ㇟的なᛮ考だけに㢗るのではなく、具体的な᧯సと

知㆑をつなげていく⟬数の学びをこれからも኱ษにしてḧしいと考え本༢元を設定した。 

❧体の体✚については、直方体の「たて�よこ�㧗さ」から、ᰕ体の≉ᚩをとらえながら「ᗏ面✚

�㧗さ」へと見方をᗈげてきた。また、⟬数の学⩦で取りධれているಶ別学⩦㸦えらぶの学⩦と࿧んで

いる㸧で、ಶே課題として㗹体について発ᒎ的に取り組んだ子も数名いたが、ࡑのሗ࿌では㗹体の体✚

は、「ᰕ体の体✚の㸱分の１」ということがでてきたが、実際にどうしてࡑうなるのかについては、明

☜にㄝ明できているとはゝえなかった。ࡑの際、「なんでࡑうなるのだろうか㸽」というつぶやきは⪺

かれたが、学⣭全体のၥいにはならなかった。ࡑこで今回は、「なࡑࡐうなっているのか㸽」「どうや

ったら求めることができるのか㸽」というところに重点を⨨き、具体的な活動を通して኱きくࠗ体✚࠘

とはどういうものかということをᨵめて考えていける場になることをᮇᚅしている。ᢅう❧体を㗹体と

≉定するのではなく、体✚があるとゝえるものをいくつか考えて提♧していく。᪤⩦や新たにㄪべて分

かったことを知㆑としてだけでなく、見てឤじて☜認したり、ㄝ明したりすることからより実ឤした学

びへとつなげていくことを኱ษにしたい。 

また、学⩦のィ⏬を❧てる時には、子どもたちがどのような஦を「明らかにしたい」と考えている

のか、ࡑれを༢元を見通して意㆑できるようにኌかけをしていく。題ᮦを‽ഛすることとともに、学⩦

のあり方も考えていきたい。子どもたちが「自分஦㸦自分たち஦㸧の⟬数」として、ၥ題やᅗᙧ࣭཭だ

ちとどうかかわっていくのか、ࡑこに見える஦実をどう見とっていくのかが教ᖌのᙺ๭であり、子ども

たちが⟬数に向かっていく学びの構えを㣴っていけるのではないかと考えている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸯᫬㛫┠㸭඲㸴᫬㛫㸧ͤ本時で子どもたちと考えるので௬としておく

第１ḟ 学⩦ィ⏬を❧てよう                        ͐本時１�６時間 

第２ḟ ィ⏬にἢって、いろいろな❧体の体✚を求めてみよう         ͐㸱時間 

第㸱ḟ 考えたことやってみたことをඹ᭷してまとめよう           ͐１時間 

第 � ḟ 学⩦をࡩりかえって考えよう㸦体✚とは㸽㸧             ͐１時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭学⣭として本༢元の学⩦ィ⏬を❧て、見通しをもって自分たちの学⩦に取り組もうとする。 

 ࣭自分で❧体を㑅び学⩦活動を通して、「ఱを明らかにするのか」を自ぬして学⩦をすすめていく。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬 ኱きな課題「いろいろな体✚」を知る 

２㸬኱きな課題から、自分たちで考えၥ題をసる 

㸱㸬ၥ題のゎỴのための学⩦ィ⏬を❧てる 

࣭どんなものに体✚があるか、今まで学⩦してきたもの

はఱかなど、「知っていることとこれから知るべきこ

と」を分ける。 

࣭どんな❧体がᢅえࡑうか㸽ఱを目的とするのか㸽を考

えながら子どもたちの発ゝを受け取る。

࣭全体で�時間あることをఏえ、どのように時間を౑って

いくかを考え学⩦の見通しをᣢたせる。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 子どもたちが学⩦をィ⏬し進めていくことはࠗ自分஦㸦自分たち஦㸧の⟬数࠘になっていくのか、よ

りࠗ自分஦㸦自分たち஦㸧の⟬数࠘にしていくためには。 
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